
埼玉西部環境保全組合職員に対する児童手当の認定及び支給に関する事務 

の取扱いに関する規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、児童手当法（昭和４６年法律第７３号。以下「法」という。）、

児童手当法施行令（昭和４６年政令第２８１号)及び児童手当法施行規則（昭和４６

年厚生省令第３３号）に定めるもののほか、埼玉西部環境保全組合職員（以下「職

員」という。）に対する児童手当の認定及び支給に関する事務の取扱いに関し、必

要な事項を定めるものとする。 

（認定及び支給に係る事務の専決） 

第２条 次の表の左欄に掲げる者は、同表の右欄に掲げる事務を専決することができ

る。 

事務局長 職員に対する児童手当の認定及び支給等に関する事務 

（児童手当受給者台帳の作成及び保管） 

第３条 管理者は、受給者ごとに児童手当受給者台帳を作成し、保管しておかなけれ

ばならない。 

（支払日） 

第４条 児童手当の支払日は、法第８条第４項の規定による支払期月の２１日（その

日が休日、日曜日又は土曜日に当たるときは、その日前においてその日にもっとも

近い休日、日曜日又は土曜日でない日。次項において同じ。）とする。 

２ 法第８条第４項ただし書の規定による支払は、毎月の２１日に行うものとする。 

（その他） 

第５条 この規則に定めるもののほか、職員に対する児童手当の認定及び支給に関す

る事務の取扱いに関し必要な事項は、管理者が定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 


